
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                          企画団体：特定非営利活動法人 椿の島 21 世紀プロジェクト 

                                                                共同企画団体：緑の真珠気仙沼大島エコツーリズム推進協議会、特定非営利活動法人水と緑の環境ネットワーク、仙台ゾウ・プロジェクト、こばか隊、Winning Edge 

 

■育てて・学び・交わり・進化  
まちづくりの基本は、｢交流」です。「“椿”交流ガ

ーデン」を軸としたまちづくりは、樹木や花の成長と
共に、皆で楽しく学びながら知識を育くみ、島内外の
楽しい交流を活発にする場を目指します。 
 

気仙沼市大島 
香り椿のエリアからは甘い椿の香り 
夏にはラベンダーが彩りとさわやかな香りをガーデンいっぱいに包み込み 
香りの木々は、たくさんの恵みを享受し、ハーブを摘んでのんびりとガーデンでひと時を過ごす 

「“椿”交流ガーデン」に 
島民の皆さんやゲストが、香りを楽しみにやってくる♪ 

ワイワイと香りの工芸品も作りましょう♪ 
島を訪れるゲストは、花と香りに包まれて 
ゆっくりと安らぎ、そして、香りをいただく！ 
島の皆さんと一緒の香りのお話会・・etc 

楽しみは盛りだくさん！自由に交流している人の輪 
訪れる人が創り出す、楽しい香りのガーデンを目指します 

■復興に向けて 
この企画は、椿や香りをテーマにした様々な試みに

よって、震災前になかった島の産業に結びつき、人が
たくさん訪れる「元気な大島」、島の復興（新産業の
一助）に繋がるものです。 
 

■香りの創造を進めながら、楽しみを共有 
椿・ハーブ・香る木は、醸し出す安らぎと香りの収

穫の恵みを享受し、工芸品づくりや「食」での活用等、
敷地内にある香りのアイテム（樹木・草等）を使い、
新しい香りの楽しみを創造し、訪れる人が楽しさを
共有できる仕組みと場をつくります。 

【まちづくりの目標】 

【香りの目標】 

【復興に向けての役割】 

■目 的 
平成 23 年 3月 11 日、東日本大震災により大島は、津波の被害

によって、観光の中心である漁業が壊滅し、観光産業も漁業と共
に大きな痛手を受けました。大島の復興は、現在、旅館業を含む
島の観光産業が依然窮地に立たされているのが現状です。 

椿をテーマとした活動は、椿油生産の基盤として、荒廃農地に
群生するヤブツバキを中心とした「椿の森」の整備を 8年前より
進めています。そして、震災以降は、大島観光における震災復興
の第１歩として、「“椿”交流ガーデン」の整備に着手しました。
“椿”交流ガーデンは、震災後、復興に向けて全国の椿愛好家よ
り寄贈された園芸種の苗木の展示を中心に据え、新しい島の交
流・体験の場として、椿の花の期間を補い、通年、花と香りを取
り入れた整備を進め、元気のある新しい島の姿を目指します。 
 

■まちづくりへの効果 
 椿や香りのテーマは、共通の話題性により、様々な活動を通じ
て容易に人を繋ぎ、元気が出るまちづくりの一助となります。 

■香り環境への効果 
 香りのバリエーションが増え、生活の楽しみが増えると共に、
香りをキーワードにした新たな島の産業が生まれます。 

■住民への効果 
 島の内外の人の自由な交流を図ることによって、地域が元気に
なる源になります。 

■島の環境守る意識の高まり 
 椿ガーデンでの交流によって、自生する椿は、島の大切な資産
として、保存する機運が高まります。 

ガーデン現況 

■維持管理のポイント～みんなで育て・活かす～ 

・ボランティアや体験観光の 
受け入れによりみんなで維持管理 

・人が介在しやすい環境を整え、自然と 
 楽しむことが出来る仕掛けづくり 

【企画のスケジュール】 

入賞（震災復興特別賞） 


	【5-3.入賞（震災復興特別賞】特定非営利活動法人 椿の島21 世紀プロジェクト／緑の真珠気仙

